


地域産品コーナー    
出展予定 約 40事業所・団体

  ・地域の農産物、商工業製品、飲食品などの即売ブース          
・東北災害復興支援、ＧＳ世代研究会、交流自治体等

ものづくり体験・実演コーナー  
ものづくり及び企業の製品の体験をするコーナーを設置。

  ・「みえこどもの城」、スマッキー等による簡単な工作教室を実施する。
     ・松阪工業高校製作の自動車による実演、

・企業の模型による免震住宅の動作実演、模型ヘリコプターの実演、ロボット操縦

スタンプラリーの抽選会
  

参加規模

     約７，０００人  

主 催

         「元気まつさか産業ビジリンピック実行委員会」

後 援

     松阪地域産業活性化協議会（三重県、松阪市、多気町、明和町、大台町、大紀町

松阪商工会議所、松阪北部商工会、松阪西部商工会、多気町商工会、明和町商工

会、大台町商工会、大紀町商工会、㈱百五銀行、㈱第三銀行、㈱三重銀行、三重

信用金庫、(財)中小企業基盤整備機構）、

松阪中核工業団地企業連合会、天花寺工業団地企業連絡会、GS 世代研究会、社

団法人発明協会三重県支部、日本貿易振興機構三重貿易センター、財団法人三

重県産業支援センター、三重県工業研究所、教育機関

【平成 21年 11 月開催 総合産業フェアⅰn 松阪の様子】



【県内各高等教育機関の学生の皆さんにお願いしたいこと】

① イベント映像作成（5名程度）
  
  ビジリンピックの CATV（行政チャンネル）用のＣＭ作成や、イベント当日の記録

映像の作成。
  また、ブースで流す会社紹介ビデオ作成を希望する出展企業があれば、企業等と

打合せを行い作成する。

・映像を使った活動に普段から取り組まれている方
・映像作成にあたり必要な消耗品等の経費は実行委員会予算の範囲内で負担します。
・希望される企業は松阪市周辺の企業（2～5社程度）を想定しています。

② 出展企業のサポート（10～20 名程度）

  イベント当日、出展企業等ブースのスタッフ（出展企業側から希望があれば）

  例）ブースの設営・撤去、ブースへの誘客 等

③ 各高等教育機関での研究・成果等の出展（２ブース程度）

  各学校において研究等の発表の場として、出来ればこのイベントの趣旨に沿った
ような技術系の出展もお願いできればと考えている。

  例）ミニサイエンス体験、研究中の新しい技術の展示 等

・ブースの広さ（予定）    間口 2.68ｍ×奥行 2ｍ×高さ 2.4ｍ


